
 

令和元年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 和歌山県 】 

１実践テーマ 【   Ⅴ   】  

２実施対象者 海南市立大野小学校 

 児童：４６名 

 引率：４名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（         ） 

② 行事名（ セーリング体験 ） 

③ その他（         ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・ オリンピック・パラリンピック教育を実施することにより、オリ

ンピック・パラリンピック・ムーブメントの普及・推進を図るとと

もに、スポーツ機運の醸成を図り、生涯にわたって豊かなスポーツ

ライフを継続する資質や能力を育てる。 

・ 国からナショナルトレーニングセンターとして指定されている和

歌山セーリングセンターの充実した施設・設備を活用し、オリンピ

ック種目であるセーリング競技の魅力に触れる。 

 

５ 取組内容 日時：令和 元年 ７月 ５日（金） 

場所：和歌山セーリングセンター 

内容 

 ・ はじめに、オリンピックの種目であるセーリング競技のナショ

ナルトレーニングセンター競技別強化拠点である和歌山セーリ

ングセンターの説明を受けた。 

 ・ 施設の湾内でヨットに乗り、セーリング体験を実施した。「ア

クセスディンギー」という初心者でも安全に操船できるヨットを

用いての体験であった。 

   オリンピックエンブレムが掲げられている艇庫がすぐそばに

あり、オリンピックに関連するナショナルトレーニングセンター

であることが良く分かった。 

・ 午前中は、和歌山大学ヨット部の皆さんと一緒にヨットに乗り、 

操縦の仕方などを教わった。また、慣れてきたら子どもだけで一

人、二人でヨットに乗って、セーリング体験を楽しんだ。 

 ・ 午後は、午前中の復習と海面にブイを浮かべて簡易のコースを

設け、グループで競争して、セーリング競技のおもしろさも実感 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 主な成果 

 

・ オリンピック種目の一つにセーリングという競技があり、それに

関連するナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点という

施設が身近にあるということを知ることができた。 

・ セーリング体験ということで、普段では体験できないスポーツに

触れることができ、貴重な体験をすることができた。 

 

【児童の感想文から抜粋】 

・ オリンピック・パラリンピック・ムーブメント事業に参加して、

普段の学校行事ではできない海に親しむことができて楽しかった

です。最初は海に落ちるかもしれないといった不安もありました

が、セーリングセンターの方々に優しく丁寧に教えていただいたの

で、安心してヨットに乗ることができました。一部の高校にはヨッ

ト部もあると聞いたので、これからもヨットや海について理解を深

めていきたいと思いました。 

・ ヨットに乗って操縦するのは、思ったより難しかったです。でも、

普段することのない貴重な体験だったので楽しかったです。海のプ

ラゴミ問題は、世界的大問題になっているので、気をつけたいと思

いました。この経験のことをみんなに広めたいと思います。 

・ セーリング体験で一番楽しかったのは、一人で乗って操縦したこ

とです。シートを引っ張ったりゆるめたりしてスピードを考えるの

が難しかったです。 

 

 

 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の  

特色） 

 

８主な課題等 

・ ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点でのセーリング

体験ということで、この施設でしか体験できない内容であった。 

・ 普段は触れることのないセーリングを実際に体験することができ

た。 

 

・ 貴重な体験をすることができたため、セーリングに限らず他のオ

リンピック種目、パラリンピック種目について学ぶ機会を設け、さ

らに理解、関心を高めるようにしたい。 

９来年度以降

の実施予定 

・ 継続して実施（参加）していきたい。 

 

 

 

 


